
科目群の学習・到達目標
１年

前学期 後学期
４年

前学期 後学期
３年

前学期 後学期
２年

前学期 後学期

学
習
力
の
養
成

学習目標
淑徳大学の理念や建学の精神を学び、本学での勉学の意義
を理解する。
到達目標
本学の建学の精神とその教育の理念について理解してお
り、それを説明できる。

学習目標
大学教育の目的と意義の理解とともに、４年間の学習計画
の立て方や学生生活のあり方について学習する。
到達目標
大学での学習およびその延長線上にある社会生活では、知
識の蓄積に加え、知識を創り活用する技能が要求されるこ
とを理解する。

■自校教育理念として身に付ける能力　建学の精神と自校教育について理解する

表
現
力
の
養
成

学習目標
英語を用いての日常的な会話と文章によるコミュニケーシ
ョンができる能力を養成する。
到達目標
英語を用いて簡単な日常会話ができ、文章においても他者
に対して正確に自分自身の意思を伝えることができる。

学習目標
日本語を用いて自分の意思、思想、感情などを相手に伝達
できる能力を養成する。
到達目標
他者の話を正確に聞き取ると共に、状況や場面に即して伝
えたい内容を他者に適切に伝えることができる。また目的
に応じた文章表現ができる。

■言語表現技能として身に付ける能力　日本語と英語による語学運用能力を習得する

思
考
力
の
養
成

学習目標
コンピューターとソフトウェアの利用方法やインターネッ
トを利用しての情報検索、情報収集の方法を学ぶ。
到達目標
情報通信技術を用いて情報を収集分析し、正確に判断でき、
モラルに則り効果的に運用できる能力が身についている。

学習目標
統計資料の要約、分析、活用の方法と分析結果の表現技法
について学ぶ。
到達目標
自然や社会的事象について統計資料を活用して分析し、理
解した上で明快に説明できる能力が身についている。

学習目標
自らが立てた新たな課題に情報通信技術を適用し、解決す
る能力を養成する。
到達目標
自らの力で問題を発見し、解決に必要な情報を収集、分析、
整理し、その問題を確実に解決できる能力が身についている。

■汎用的技能として身に付ける能力　数量的スキル、情報リテラシーの習得及び問題解決能力を育成する

利他共生 1

初年次セミナー
（学習の目的と技術） 1

情報リテラシー 1 データリテラシー 1

統計分析法 ①

問題解決法 1 創造思考法 1

コミュニケーション
英語Ⅰ（基礎） 1 コミュニケーション

英語Ⅱ（応用） 1 コミュニケーション
英語Ⅲ（実践） 1 コミュニケーション

英語Ⅳ（実践） ①

表現技法Ⅰ
（読解・分析） 1 表現技法Ⅱ

（作文・論文） 1 表現技法Ⅲ
（発表・討論） 1 表現技法Ⅳ

（企画・立案） ① 表現技法Ⅴ
（プレゼンテーション） ①
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科目群の学習・到達目標
１年

前学期 後学期
４年

前学期 後学期
３年

前学期 後学期
２年

前学期 後学期

社
会
力
の
養
成

学習目標
卒業後も自立して学習し、将来への目的意識を明確に持つ
ことができるように職業観を涵養し、職業に関する知識・
技能を習得する。
到達目標
自分自身の問題関心にもとづき、自分自身の手で学習テー
マを設定し、学習するための計画を立てて主体的に学習す
ることができる。また自己の個性を理解した上で主体的に
進路を選択できる能力が備わっている。

人
間
力
の
養
成

学習目標
人として守り行うべき道や正邪の判断において普遍的な規
準となる道徳観を涵養する。
到達目標
社会の規範やルールを理解し、人としてふさわしい行動を
とることができる能力が身についている。

学習目標
多くの人々をまとめ、目的や方向に向かって教え導く能力
と自ら目的を設定し確実に行動することができる態度を養
成する。
到達目標
自分の役割を理解し、他のメンバーの置かれた状況を配慮
しながらチームのために行動することができる。

学習目標
指示を待つのではなく、自らやるべきことを見つけて積極
的に取り組む姿勢と自ら設定した目標に対して、それを行
動に移し粘り強く取り組む姿勢を涵養する。
到達目標
自らが属する社会の一員としての自覚、自分自身の社会的
な役割を理解し、市民としての権利と義務を行使するため
の知識と技能を持ち、積極的に社会の発展と改善に関与す
ることができる。

■社会人として身に付ける能力　基本的な態度と志向性を育成する

人
間
の
理
解

学習目標
社会生活を送る上で必要とされる人間理解に関する基本的
な知識と複合的視点を養い、豊かな人間性を涵養する。
到達目標
社会生活を送るうえで身に付けておくべき人間や人間理解
に関する知識と自らがよって立つ国や地域の歴史や伝統、
文化に関する知識と世界の多様な国や地域の歴史や伝統、
文化に関する知識を習得している。

■人間理解として身に付ける能力　人間と文化に関して理解する

自己管理と社会規範 1

チームワークと
リーダーシップ 1

地域活動と社会貢献 1 他者理解と信頼関係 1

社会的・職業的自立Ⅰ 1 社会的・職業的自立Ⅱ 1

人間心理と人間行動 ①

現代家族と育児介護 ①

日本社会と歴史文化 ①

生命科学と物理化学 ①

健康管理と身体活動 ① スポーツと運動科学 ①



科目群の学習・到達目標
１年

前学期 後学期
４年

前学期 後学期
３年

前学期 後学期
２年

前学期 後学期

国
際
の
理
解

学習目標
現代社会が直面する基本的な諸課題、地球規模で生じてい
る諸問題、現代国際事情などについての理解を深める。
到達目標
現代社会が直面する基本的な諸課題に関する知識と現代国
際事情に関する総合的な知識を習得している。

社
会
の
理
解

学習目標
社会的に重要な特定の主題や現代社会が直面する基本的な
諸課題に関する知識と総合的に判断する能力を養います。
到達目標
現代社会が直面する基本的な諸課題に関する知識と現代国
際事情に関する総合的な知識を習得している。

■社会理解として身に付ける能力　社会と国際に関して理解する

情報社会と
データサイエンス ①

法律社会と法律問題 ①

経済構造と経済政策 ① 日本国家と政治行政 ①
福祉政策と福祉制度 ①

現代医療と生命倫理 ①

国際社会と国際問題 ① 国際平和と安全保障 ① 国際関係と日本外交 ①
世界動向と国際貢献 ①

世界宗教と民族問題 ①

地球環境と環境対策 ①

1 は必修科目、 ① は
　
※表中の数字は単位数を表し、 選択科目です。




